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(57)【要約】
【課題】電力消費量を低減可能な電子内視鏡装置を得る
。
【解決手段】第１の出力アンプ部５１０は、エミッタフ
ォロワであって、第１のＮＰＮトランジスタ５１１と、
第１のエミッタ抵抗５１２とを有する。第１のＮＰＮト
ランジスタ５１１のエミッタには第１のエミッタ抵抗５
１２及び出力抵抗５１３が接続される。第１のエミッタ
抵抗５１２の他端は可変電圧線２１２に接続される。第
１の定電流出力部５２０は、エミッタフォロワを有し、
第２のＮＰＮトランジスタ５２１と、第２のエミッタ抵
抗５２２とを有する。第２のＮＰＮトランジスタ５２１
のエミッタには第２のエミッタ抵抗５２２が接続される
。第２のエミッタ抵抗５２２の他端は可変電圧線２１２
に接続される。電源電圧ＶＤＤは一定に保たれているた
め、可変電圧線２１２の電圧Ｖｍを大きくすることによ
り、第１の出力アンプ部５１０及び第１の定電流出力部
５２０の消費電力を小さくすることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の電流値の定電流が供給される信号出力線に画像信号を出力する撮像素子と、
　第１の電圧決定端子を有し、前記信号出力線から受信した画像信号を増幅する増幅部と
、
　第２の電圧決定端子を有する定電流出力部と、
　前記第１の電流決定端子及び前記第２の電流決定端子に電圧を印加する電源供給部と、
　前記撮像素子が画像信号を出力する期間と画像信号を出力しない期間とで前記電源供給
部が印加する電圧値を変える制御手段とを備え、
　前記増幅部は、前記第１の電圧決定端子に電圧が印加されたとき所定の増幅率で画像信
号を増幅し、
　前記定電流出力部は、前記第２の電圧決定端子に電圧が印加されたとき所定の電流値を
有する定電流を前記信号出力線に供給する内視鏡装置。
【請求項２】
　前記電源供給部は、前記撮像素子が画像信号を出力しない期間に、第１の電圧を前記第
１の電流決定端子及び前記第２の電流決定端子に印加し、前記撮像素子が画像信号を出力
する期間に、前記第１の電圧よりも低い第２の電圧を前記第１の電流決定端子及び前記第
２の電流決定端子に印加し、
　前記増幅部は、前記第１の電圧決定端子に前記第１の電圧が印加されたとき所定の増幅
率で画像信号を増幅し、
　前記定電流出力部は、前記第２の電圧決定端子に前記第１の電圧が印加されたとき所定
の電流値を有する定電流を前記信号出力線に供給する請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記増幅部は、前記第１の電圧決定端子に前記第２の電圧が印加されたとき所定の増幅
率未満の増幅率で画像信号を増幅し、前記定電流出力部は、前記第２の電圧決定端子に前
記第２の電圧が印加されたとき所定の電流値未満の定電流を前記信号出力線に供給する請
求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記増幅部は、エミッタフォロワである請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記増幅部は、ソースフォロワである請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記定電流出力部は、エミッタフォロワを有する請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記定電流出力部は、２つのトランジスタを有するカレントミラー回路から成り、前記
２つのトランジスタは互いにコンプリメンタリである請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、定電流が供給される信号出力線に画像信号を出力する撮像素子を有する内視
鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、観察対象物の内部に挿入される内視鏡スコープと、内視鏡スコープから
受信した信号を画像処理する内視鏡プロセッサとを備える。内視鏡スコープの遠位端には
撮像素子と増幅部が設けられる。撮像素子は観察対象部位を撮像し、画像信号を出力する
。増幅部は、撮像素子が出力した画像信号を増幅して内視鏡プロセッサに送信する。
【０００３】
　撮像素子が画像信号を出力しない期間に、増幅部に供給する電力を切断して、内視鏡装
置の消費電力を抑える構成が知られている（特許文献１及び２）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２５７９３７２号公報
【特許文献２】特開平１０－２６２９１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、定電流が供給される信号出力線に画像信号を出力するタイプの撮像素子、すなわ
ち定電流出力型撮像素子が知られている。このような定電流出力型撮像素子を内視鏡スコ
ープに設ける場合、内視鏡スコープの内部に定電流回路から成る定電流出力部を設ける必
要がある。この場合、増幅部に供給する電力を切断しても、定電流回路に流れる電力を切
断することができないため、内視鏡装置の消費電力を抑えることができない。
【０００６】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、電力消費量を低減可能な内視鏡装
置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明による内視鏡装置は、所定の電流値の定電流が供給される信号出力線に画像信
号を出力する撮像素子と、第１の電圧決定端子を有し、信号出力線から受信した画像信号
を増幅する増幅部と、第２の電圧決定端子を有する定電流出力部と、第１の電流決定端子
及び第２の電流決定端子に電圧を印加する電源供給部と、撮像素子が画像信号を出力する
期間と画像信号を出力しない期間とで電源供給部が印加する電圧値を変える制御手段とを
備え、増幅部は、第１の電圧決定端子に電圧が印加されたとき所定の増幅率で画像信号を
増幅し、定電流出力部は、第２の電圧決定端子に電圧が印加されたとき所定の電流値を有
する定電流を信号出力線に供給することを特徴とする。
【０００８】
　電源供給部は、撮像素子が画像信号を出力しない期間に、第１の電圧を第１の電流決定
端子及び第２の電流決定端子に印加し、撮像素子が画像信号を出力する期間に、第１の電
圧よりも低い第２の電圧を第１の電流決定端子及び第２の電流決定端子に印加し、増幅部
は、第１の電圧決定端子に第１の電圧が印加されたとき所定の増幅率で画像信号を増幅し
、定電流出力部は、第２の電圧決定端子に第１の電圧が印加されたとき所定の電流値を有
する定電流を信号出力線に供給することが好ましい。
【０００９】
　増幅部は、第１の電圧決定端子に第２の電圧が印加されたとき所定の増幅率未満の増幅
率で画像信号を増幅し、定電流出力部は、第２の電圧決定端子に第２の電圧が印加された
とき所定の電流値未満の定電流を信号出力線に供給することが好ましい。
【００１０】
　増幅部は、エミッタフォロワが好適である。
【００１１】
　また、増幅部は、ソースフォロワであってもよい。
【００１２】
　定電流出力部は、エミッタフォロワを有することが好ましい。
【００１３】
　定電流出力部は、２つのトランジスタを有するカレントミラー回路から成り、２つのト
ランジスタは互いにコンプリメンタリであってもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、電力消費量を低減可能な内視鏡装置を得る。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】第１の実施形態による内視鏡装置のブロック図である。
【図２】内視鏡装置が有する電子回路の一部を示した回路図である。
【図３】電源供給部が出力する電圧と画像信号との関係を示したタイミングチャートであ
る。
【図４】第２の実施形態による内視鏡装置が有する電子回路の一部を示した回路図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明における内視鏡装置について添付図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１から３を用いて第１の実施形態による第１の内視鏡装置１００の構成について説明
する。
【００１８】
　第１の内視鏡装置１００は、被験者の体内に挿入される内視鏡スコープ２００と、被験
者の体外に設けられて画像処理を行う内視鏡プロセッサ３００と、内視鏡プロセッサ３０
０に接続される表示部４００とを主に備える。
【００１９】
　内視鏡スコープ２００は、被験者の体内に挿入される可撓部２１０と、術者が保持する
操作部２２０と、内視鏡スコープ２００と内視鏡プロセッサ３００とを接続するコネクタ
２３０とを主に備える。
【００２０】
　可撓部２１０の遠位端２１１は被験者の体内に挿入され、近位端は操作部２２０に接続
される。操作部２２０は可撓性のケーブルによりコネクタ２３０と接続される。
【００２１】
　可撓部２１０の遠位端２１１には、被写体に照明光を配光する配光レンズ２１３、被写
体を撮像する撮像部２１４、及び撮像部２１４に接続される第１の周辺回路２１５、及び
撮像部２１４に被写体像を結像させる撮像レンズ２１６が設けられる。
【００２２】
　撮像部２１４は、定電流を用いて出力信号を引き込む必要があるＣＣＤであって、図示
しない電源線から電力が供給される。撮像時において、撮像部２１４は、撮像レンズ２１
６を介して被写体を撮像して画像信号を作成する。そして、所定の電流値を持つ定電流が
供給される信号出力線２１８に画像信号を出力する。
【００２３】
　撮像部２１４は、水平及び垂直方向に並べられた画素を有する。水平方向に並べられた
１列の画素を１ラインと呼ぶ。画像信号を出力するとき、撮像部２１４は、まず、１ライ
ンの電荷を出力する。そして、垂直方向に並べられたラインの数だけ１ラインの電荷出力
を繰り返すことにより、１フレームの画像信号を出力する。駆動回路３０５は、１フレー
ムの電荷を出力する期間、垂直同期タイミングをハイにする。１ラインの電荷を出力する
期間、水平同期タイミング信号及び垂直同期タイミングをハイにする。また、ノイズ等の
問題から、撮像部２１４が有する画素のうち外周付近の画素は、撮影画像に用いられない
。すなわち、撮影画像は内周部分の画素により構成される。これら内周部分の画素を有効
画素といい、有効画素を出力するとき、水平画像有効タイミング及び垂直画像有効タイミ
ングがローになる。
【００２４】
　第１の周辺回路２１５は、信号出力線２１８に定電流を流すと共に、画像信号を増幅す
る。増幅された画像信号は、画像送信ケーブル２１９を介して内視鏡プロセッサ３００に
送信される。第１の周辺回路２１５の詳細については後述する。
【００２５】
　可撓部２１０の遠位端２１１内部であって配光レンズ２１３の光軸上に、ライトガイド



(5) JP 2011-139795 A 2011.7.21

10

20

30

40

50

ファイバ２１７の遠位端２１７Ａが露出する。ライトガイドファイバ２１７は内視鏡スコ
ープ２００の全長に渡って設けられ、後述する内視鏡プロセッサ３００が生じた照明光を
、可撓部２１０の遠位端２１１まで搬送する。ライトガイドファイバ２１７の遠位端２１
７Ａから配光レンズ２１３に向けて照明光が照射される。
【００２６】
　内視鏡プロセッサ３００は、第１の内視鏡装置１００の動作を制御するシステムコント
ローラ３０１と、画像信号をＡ／Ｄ変換する処理等を行うアナログ信号処理部３０４と、
画像処理を行うデジタル信号処理部３０３と、内視鏡装置が有する各部材の動作タイミン
グを制御するタイミングコントローラ３０２と、照明光を生成する光源３０６とを主に有
する。
【００２７】
　システムコントローラ３０１は、タイミングコントローラ３０２、アナログ信号処理部
３０４、及び光源３０６と電気的に接続される。
【００２８】
　タイミングコントローラ３０２は、システムコントローラ３０１からの指示に応じて、
第１の内視鏡装置１００が有する各部材に同期信号を送信する。
【００２９】
　アナログ信号処理部３０４は、Ａ／Ｄ変換部３１２と、電源供給部である可変電圧源３
１１とを主に備える。Ａ／Ｄ変換部３１２は、画像送信ケーブル２１９を介して撮像部２
１４から画像信号を受信し、デジタル画像信号に変換する。そして、デジタル画像信号を
デジタル信号処理部３０３に送信する。画像送信ケーブル２１９は同軸ケーブルであって
、その外部導体が接地される。Ａ／Ｄ変換部３１２と画像送信ケーブル２１９との間には
、インピーダンスマッチングを取るためのキャパシタ３１３及び終端抵抗３１４が設けら
れる。
【００３０】
　可変電圧源３１１は、可変電圧線２１２を介して第１の周辺回路２１５に電圧を印加す
る。第１の周辺回路２１５に印加する電圧は、システムコントローラ３０１の指示に応じ
て変更される。
【００３１】
　デジタル信号処理部３０３は、デジタル画像信号を画像処理して撮影画像を作成する。
撮影画像は、記憶装置に保存、あるいはメモリに一時的に記録される。また、デジタル信
号処理部３０３は、撮影画像を表示部４００へ連続的に動画として送信、あるいは静止画
として送信する。表示部４００は、受信した動画及び静止画を表示する。
【００３２】
　駆動回路３０５は、タイミングコントローラ３０２からの同期信号に応じて、撮像部２
１４を駆動するための信号を撮像部２１４に送信する。
【００３３】
　光源３０６は、ロータリシャッタと発光体と光源レンズとを備える。発光体が発光する
白色光を、ロータリシャッタが所定のタイミングで透過、及び不透過する。これにより、
光源３０６は、所定の周期で点滅する照明光を生成する。照明光は、光源レンズを介して
ライトガイドファイバ２１７に入射する。
【００３４】
　撮像時において、システムコントローラ３０１は光源３０６の発光間隔及び発光量を制
御する。これにより、観察対象物に照射される照明光の光量及びタイミングが調節される
。
【００３５】
　次に、図２を参照して第１の周辺回路２１５について説明する。
【００３６】
　第１の周辺回路２１５は、第１の出力アンプ部５１０と、定電流回路である第１の定電
流出力部５２０とを有する。
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【００３７】
　第１の出力アンプ部５１０は、エミッタフォロワの増幅回路であって、第１のＮＰＮト
ランジスタ５１１と、第１のエミッタ抵抗５１２と、出力抵抗５１３とを有する。
【００３８】
　第１のＮＰＮトランジスタ５１１のコレクタには、電圧ＶＤＤを供給する電源が接続さ
れ、ベースには信号出力線２１８が接続され、エミッタには第１のエミッタ抵抗５１２及
び出力抵抗５１３が接続される。第１のエミッタ抵抗５１２の他端は第１の電圧決定端子
であって、可変電圧線２１２に接続される。出力抵抗５１３の他端は、画像送信ケーブル
２１９に接続される。第１のＮＰＮトランジスタ５１１及び第１のエミッタ抵抗５１２の
特性は、第１の出力アンプ部５１０に要求される増幅率に応じて決定される。言い換える
と、第１の出力アンプ部５１０の増幅率は、第１のＮＰＮトランジスタ５１１の特性及び
第１のエミッタ抵抗５１２の抵抗値によって決定される。
【００３９】
　第１の定電流出力部５２０は、エミッタフォロワを有し、第２のＮＰＮトランジスタ５
２１と、第２のエミッタ抵抗５２２と、第１の分圧抵抗５２４と、第２の分圧抵抗５２３
とを有する。
【００４０】
　電圧ＶＤＤを供給する電源と可変電圧線２１２との間に、第１の分圧抵抗５２４と第２
の分圧抵抗５２３とが直列に接続される。第１の分圧抵抗５２４と第２の分圧抵抗５２３
との間には、第２のＮＰＮトランジスタ５２１のベースが接続される。第２のＮＰＮトラ
ンジスタ５２１のコレクタは、信号出力線２１８が接続され、エミッタには第２のエミッ
タ抵抗５２２が接続される。第２のエミッタ抵抗５２２の他端は第２の電圧決定端子であ
って、可変電圧線２１２に接続される。
【００４１】
　第１の分圧抵抗５２４と第２の分圧抵抗５２３との比により、第２のＮＰＮトランジス
タ５２１のベースに印加される電圧が決定される。すなわち、電源と可変電圧線２１２と
の電位差が第１の分圧抵抗５２４と第２の分圧抵抗５２３との比により分圧され、分圧さ
れた電圧が第２のＮＰＮトランジスタ５２１のベースに印加される。そして、分圧された
電圧の値に応じて第２のＮＰＮトランジスタ５２１のコレクタに引き込まれる電流値が決
定される。つまり、第１の定電流出力部５２０は、分圧された電圧の値に応じて信号出力
線２１８の電流値を決定する定電流回路として動作する。電源電圧ＶＤＤは一定に保たれ
ているため、可変電圧線２１２の電圧を調整することにより、第１の定電流出力部５２０
が信号出力線２１８に流す電流値を変更することができる。
【００４２】
　第１のＮＰＮトランジスタ５１１に流れる電流Ｉ１及び第２のＮＰＮトランジスタ５２
１に流れる電流Ｉ２は、以下の式により決定される。
Ｉ１＝（Ｖｅ１－Ｖｍ）／Ｒ１
Ｉ２＝（Ｖｅ２－Ｖｍ）／Ｒ２
ここで、Ｖｅ１は第１のＮＰＮトランジスタ５１１のエミッタ電圧、Ｖｅ２は第２のＮＰ
Ｎトランジスタ５２１のエミッタ電圧、Ｖｍは可変電圧線２１２の電圧、Ｒ１は第１のエ
ミッタ抵抗５１２の抵抗値、Ｒ２は第２のエミッタ抵抗５２２の抵抗値である。
【００４３】
　これらの式を参照すると、可変電圧線２１２の電圧Ｖｍを大きくすれば、第１のＮＰＮ
トランジスタ５１１に流れる電流Ｉ１及び第２のＮＰＮトランジスタ５２１に流れる電流
Ｉ２を小さくすることができる。よって、可変電圧線２１２の電圧Ｖｍを大きくすること
により、第１の出力アンプ部５１０及び第１の定電流出力部５２０の消費電力を小さくす
ることができる。
【００４４】
　次に、可変電圧線２１２の電圧Ｖｍを変化させるタイミングについて説明する。
【００４５】
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　１フレーム分の画素を出力するにあたり、まず、垂直同期タイミングがハイになる。そ
の後、水平同期タイミングがハイになると、撮像部２１４は、１ラインの電荷を出力しは
じめる。そして、水平方向における有効画素の電荷を出力するとき、水平画像有効タイミ
ングがローになる。このとき、可変電圧源３１１は、電圧Ｖｍをハイからローにする。す
ると、第１の出力アンプ部５１０及び第１の定電流出力部５２０に、電源電圧ＶＤＤと電
圧Ｖｍとの差による電圧が印加される。これにより、第１の定電流出力部５２０が信号出
力線２１８に定電流を供給する。そして、第１の出力アンプ部５１０は、撮像部２１４が
出力した１ラインの画像信号を増幅する。増幅された１ラインの画像信号は、内視鏡プロ
セッサ３００に送信される。水平方向における有効画素の電荷を出力し終わると、水平画
像有効タイミングがハイになり、１ラインの電荷を出力し終わると、水平同期タイミング
がローになる。このとき、可変電圧源３１１は、電圧Ｖｍをローからハイにする。すると
、第１のＮＰＮトランジスタ５１１に流れる電流Ｉ１及び第２のＮＰＮトランジスタ５２
１に流れる電流Ｉ２が０に近づく。これにより、第１の出力アンプ部５１０及び第１の定
電流出力部５２０が消費する電力量が低減される。水平同期タイミングがハイになってか
らローになるまでのこれらの動作を、撮像部２１４が有する全てのラインに関して実行す
る。そして、撮像部２１４が有する全てのラインの電荷を出力すると、垂直同期タイミン
グがローになる。垂直同期タイミングがハイになってからローになるまでの期間において
、垂直方向における有効画素の電荷を出力するとき、垂直画像有効タイミングがローにな
る。
【００４６】
　本実施形態によれば、撮像部２１４が有効画素の画像信号を出力していないときに、第
１の出力アンプ部５１０及び第１の定電流出力部５２０の消費電力を小さくして、内視鏡
装置の電力消費量を低減することができる。
【００４７】
　次に、第２の実施形態による第２の内視鏡装置６００について図４を用いて説明する。
第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して説明を省略する。
【００４８】
　第２の内視鏡装置６００は、第２の周辺回路を備える。第２の周辺回路は、第２の出力
アンプ部６１０と第２の定電流出力部６２０とを備える。
【００４９】
　第２の出力アンプ部６１０は、ソースフォロワの増幅回路であって、ＦＥＴ６１１と、
ソース抵抗６１２と、出力抵抗５１３とを有する。
【００５０】
　ＦＥＴ６１１のドレインには、電圧ＶＤＤを供給する電源が接続され、ゲートには信号
出力線２１８が接続され、ソースにはソース抵抗６１２及び出力抵抗５１３が接続される
。ソース抵抗６１２の他端は第１の電圧決定端子であって、可変電圧線２１２に接続され
る。ＦＥＴ６１１及びソース抵抗６１２の特性は、第２の出力アンプ部６１０に要求され
る増幅率に応じて決定される。言い換えると、第２の出力アンプ部６１０の増幅率は、Ｆ
ＥＴ６１１の特性及びソース抵抗６１２の抵抗値によって決定される。
【００５１】
　第２の定電流出力部６２０は、カレントミラー回路から成る定電流回路であって、第３
のＮＰＮトランジスタ６２１と、第３のエミッタ抵抗６２２と、第４のＮＰＮトランジス
タ６２３と、第４のエミッタ抵抗６２４とを有する。第３のＮＰＮトランジスタ６２１と
、第４のＮＰＮトランジスタ６２３とはコンプリメンタリである。
【００５２】
　第３のＮＰＮトランジスタ６２１のコレクタには信号出力線２１８が接続され、ベース
には電圧ＶＤＤを供給する電源と第４のＮＰＮトランジスタ６２３のコレクタとが接続さ
れ、エミッタには第３のエミッタ抵抗６２２と第４のＮＰＮトランジスタ６２３のベース
とが接続される。第３のエミッタ抵抗６２２の他端は第２の電圧決定端子であって、可変
電圧線２１２に接続される。第４のＮＰＮトランジスタ６２３のエミッタには第４のエミ
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ッタ抵抗６２４が接続される。第４のエミッタ抵抗６２４の他端は第２の電圧決定端子で
あって、可変電圧線２１２に接続される。
【００５３】
　電源電圧ＶＤＤと可変電圧線２１２の電圧Ｖｍとの電位差、並びに第３のエミッタ抵抗
６２２及び第４のエミッタ抵抗６２４の値に応じて、第３のＮＰＮトランジスタ６２１の
コレクタに引き込まれる電流値が決定される。すなわち、第２の定電流出力部６２０は、
信号出力線２１８に流す電流値を決定する定電流回路として動作する。電源電圧ＶＤＤは
一定に保たれているため、可変電圧線２１２の電圧を調整することにより、第２の定電流
出力部６２０が信号出力線２１８に流す電流値を変更することができる。また、第３のＮ
ＰＮトランジスタ６２１とコンプリメンタリである第４のＮＰＮトランジスタ６２３と第
４のエミッタ抵抗６２４とを用いることにより、第２の定電流出力部６２０の温度が上昇
しても、第３のＮＰＮトランジスタ６２１のコレクタに引き込まれる電流値の変動幅を抑
えることができる。
【００５４】
　第１の定電流出力部５２０と同様に、第３のＮＰＮトランジスタ６２１に流れる電流Ｉ
３及び第４のＮＰＮトランジスタ６２３に流れる電流Ｉ４は、以下の式により決定される
。
Ｉ３＝（Ｖｅ３－Ｖｍ）／Ｒ３
Ｉ４＝（Ｖｅ４－Ｖｍ）／Ｒ４
ここで、Ｖｅ３は第３のＮＰＮトランジスタ６２１のエミッタ電圧、Ｖｅ４は第４のＮＰ
Ｎトランジスタ６２３のエミッタ電圧、Ｒ３は第３のエミッタ抵抗６２２の抵抗値、Ｒ４
は第４のエミッタ抵抗６２４の抵抗値である。
【００５５】
　この式を参照すると、可変電圧線２１２の電圧Ｖｍを大きくすれば、第３のＮＰＮトラ
ンジスタ６２１に流れる電流Ｉ３及び第４のＮＰＮトランジスタ６２３に流れる電流Ｉ４
を小さくすることができる。
【００５６】
　そこで、第１の実施形態と同様のタイミングで垂直同期タイミング、水平同期タイミン
グ、及び電圧Ｖｍをハイからロー、あるいはローからハイにする。すると、電圧Ｖｍがハ
イからローに変化したときには、第２の出力アンプ部６１０及び第２の定電流出力部６２
０に電源電圧ＶＤＤと電圧Ｖｍとの差による電圧が印加される。そして、第２の定電流出
力部６２０が信号出力線２１８に定電流を供給する。そして、第２の出力アンプ部６１０
は、撮像部２１４が出力した１ラインの画像信号を増幅する。他方、可変電圧源３１１が
電圧Ｖｍをローからハイにしたとき、第３のＮＰＮトランジスタ６２１に流れる電流Ｉ３
及び第４のＮＰＮトランジスタ６２３に流れる電流Ｉ４が０に近づく。これにより、第２
の出力アンプ部６１０及び第２の定電流出力部６２０が消費する電力量が低減される。
【００５７】
　本実施形態によれば、第２の定電流出力部６２０の温度が上昇しても、信号出力線２１
８に流す電流値の変動幅を抑えることができる。
【００５８】
　なお、第１のＮＰＮトランジスタ５１１は、ＦＥＴ又はＰＮＰトランジスタであっても
よい。また、ＦＥＴ６１１は、ＰＮＰトランジスタであってもよい。ＰＮＰトランジスタ
が用いられる場合、コレクタが接地され、エミッタ抵抗に電源が接続される。
【００５９】
　可変電圧線２１２として、画像送信ケーブル２１９の外部導体を用いてもよい。
【００６０】
　また、撮像部２１４はＣＣＤに限定されず、ＣＭＯＳ等の撮像素子であってもよい。
【００６１】
　可変電圧源３１１は内視鏡スコープ２００のコネクタ又は操作部２２０に設けられても
よい。
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【符号の説明】
【００６２】
　１００　第１の内視鏡装置
　２００　内視鏡スコープ
　２１０　可撓部
　２１１　遠位端
　２１２　可変電圧線
　２１３　配光レンズ
　２１４　撮像部
　２１５　第１の周辺回路
　２１６　撮像レンズ
　２１７　ライトガイドファイバ
　２１８　信号出力線
　２１９　画像送信ケーブル
　２２０　操作部
　２３０　コネクタ
　３００　内視鏡プロセッサ
　３０１　システムコントローラ
　３０２　タイミングコントローラ
　３０３　デジタル信号処理部
　３０４　アナログ信号処理部
　３０５　駆動回路
　３０６　光源
　３１１　可変電圧源
　３１２　Ａ／Ｄ変換部
　３１３　キャパシタ
　３１４　終端抵抗
　４００　表示部
　５１０　第１の出力アンプ部
　５１１　第１のＮＰＮトランジスタ
　５１２　第１のエミッタ抵抗
　５１３　出力抵抗
　５２０　第１の定電流出力部
　５２１　第２のＮＰＮトランジスタ
　５２２　第２のエミッタ抵抗
　５２３　第２の分圧抵抗
　５２４　第１の分圧抵抗
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